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　　　　　　総合文化会館「ピピア」
いよいよ待望の総合文化会館「ピピア」が、4月1日にオープンとな『）まし

た。ホール・公民館・図書館の3つの部門が1つになった複合施設です。

大勢のみなさんのご利用をお待ちしております。



個性豊かな　　　　平成8年度当初鞘

34億2，300万円一般会計予算

　
一
一
一
月
の
第
一
回
定
例
議
会
で
、
平
成
八
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
．
三
十
四
億
二
壬
二
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
較
す
る
と
．
総
合
文
化
会
館
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
十
一

億
四
干
七
百
万
円
．
二
十
五
・
一
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
財
政
の
効
率
的
な
運
用
に
努
め
な
が
ら

江
南
町
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
「
躍
動
！
夢
と
ふ
れ
あ
い
パ
ワ
フ
ル

21

」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
な
新
規
事
業

　
本
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
面
す
る
重
要
な
課
題
と
事
業
効
果
の

大
き
い
も
の
を
優
先
し
た
ほ
か
、
総
合

文
化
会
館
の
運
営
に
要
す
る
経
費
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

●
総
合
文
化
会
館
運
営
事
業

●
図
書
館
運
営
事
業

●
児
童
館
建
設
事
業

●
南
小
学
校
校
庭
整
備
事
業

●
江
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
外
、

整
備
事
業

●
自
然
環
境
保
全
整
備
実
施
計
画
調
査

●
役
場
庁
舎
建
設
設
計
コ
ン
ペ

●
北
小
学
校
校
舎
耐
震
診
断
事
業

●
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
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国庫補助事業

　　県補助事業
投埼彬

　　　嚇
　魯壷奪
　　　警
　町単独
　事業

診㌔
公債出

　費金
扶助費

物件訳’箪3戯職員給

農林水産業費

41・’154雁痔藤

経

衛　生　費
　　　335、4了8

土　木　費
　　　359，650

欝

教　育　費
　　　493，562

民生費
　　646、151

総務　費
　　647、252

　　　　　千円

円億応旧5

］

歳入

Eコ平成8年度
Eコ平成7・年度

　　（硅蕎　　　　10　　　　5　　　歳出

一般会計　歳入・歳出前年度対比

●
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

税
3
3
円
　
　
税
00

　
’2
千
　
　
付
’0

　
9
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交
5
0

　
’6
　
　
　
方
7

町
－
　
　
　
地

国・県支出金

　　319，578

繰　入　金
　　　209、342

●
　　　　地方譲与税
　　　　　　130、000

璽
㎜
　
麟
　
　
諾

軸
付
鴫
　
6
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の
旧

鋤
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町
　
　
そ



　　　　　　　　　江南町総合振興計画

「躍動！夢とふれあいパワフル21』の実現に向けて

道路・橋りょう・…・………　・227，600

○生活道路整備事業…一…

○交通安全施設整備事業・・

○幹線道路整備事業・…・…

市街地整備…………・……・・

○土地区画整理事業………

O熊谷南部地域開発…・…・

・一68，100

…　　46，000

0

●　●　麟

0　9　■

■　■　●

113，500　社会保険の充実

・13，986

1，300

・12，686保健・医療……

環境衛生・ゴミ・し尿処理…257，518

0ごみ処理事業一……………一・71，409

0し尿処理事業一……………・・81，809

0葬斎施設建設費負担金………85，466
0塵芥収集事業…………・……・・

○廃棄物減量対策事業……………300
0あき缶処理器購入費助成事業…927
公園・緑地……一………・一…12，801

0まちづくり公園整備事業……5，000
0公園管理事業……・…………・・

○ふるさと歩道管理委託…………371
交通安全施設整備事業………一

防災・防犯………………一D……19，180

0防災行政無線維持管理事業…9，685
0消防施設整備事業……………8，495
0防災パンフレット作成事業…1，000
公害対策…・

0地域福祉基金活動事業…………665
0学童保育事業一……………・・2，179

0ホームヘルパー派遣事業……1，226
0ねたきり老人等ショートステイ事業

　　　　　　　　　　　1，248
’○金婚式招待事業・………………・・400

0ひとり親家庭医療対策事業……244

　　　　　　　　　　102，890
0国民健康保険の充実…………32，728

0老人医療の充実………………

　　　　　　　　　　。。24ラ236
0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　　　。・16，353
0基本健康診査事業……………4，046
0健康診断助成事業・…一…一1，300
0機能訓練事業・………………・…・916

0高血圧と心疾患予防対策事業

○母子保健事業・・

17，607　同和対策事業一

　　　　　　　（単位：千円）
○柔道場外構整備工事…………1，808

コミュニティ…一…………・・…15，700

0コミュニティづくり推進事業…600
0江南町コミュニティセンター外構整
備事業・………………・9………15，100

70，162農林業の振興

・804　観光振興推進事業

・817
・8，110

　　　　　　　　　　273，128●

○生活環境整備事業…………159，093
0自然環境保全整備実施計画調査700

0生産基盤整備事業……………81，620

0農業経営の安定確立及び健康推進
事業一……………・・…………19ヲ437

0林業整備事業…………一……5，978
商工業の育成……………一・一8，979

　　　　　　　　　　2，056
テクノグリーン構想の推進……・…一77

　　　　　　　　　　　　　　　　行政運営…・……………・・
7，430社会教育・………………・一……83，270　0電算事務運営事業……

　　○総合文化会館運営事業………66，888　0役場庁舎建設設計コンペ
4，100　0図書館運営事業・……一一…11，422　0統計思想普及事業……

　　○公民館事業…・……………・・…1，701　0区運営事業………・…

　　○文化会館第3駐車場整備事業・1，218住民参加……・一………・

　　　　　　　　　　　　　○生涯学習推進事業……………
　　　　　　　　　　　　　○子供会育成事業………………
　　　　　　　　　　　・408　幼児教育事業・……

福　祉…一…………・・………420，117　学校教育……一…

○児童措置事業………………132，829　0小学校施設整備事業…………

O老人保護措置事業…………154，191　0中学校施設整備事業…………

○児童館建設事業………………49，118　0パソコン導入事業……………
O身体障害者福祉事業…………27，835　0中学生海外派遣事業…・……・・

○社会福祉協議会の充実………9，161　0中学校外国人講師事業・…・一

〇高齢者対策事業………………20，786社会体育一………

o在宅重度心身障害者手当支給事業　　○社会体育振興事業……………

　　　　　　　　　　・8，535　0運動公園整備事業……・……
○ねたきり老人手当等支給事業6，300　0体育館施設整備事業…………

oねたきり老人等入浴サービス事業　　○社会体育指導者育成事業……

　　　　　　　　　　・5，400　0体育協会の充実・・………一…
　（3）

1，291

　750
91，261

36，277

24，104

11，923

　250

　　　　　　　　　　・・57，269

　　　　　　　　　　－42，448
　　　　　　　　　　・3，000
　　　　　　　　　．．：：li，1廼

　　　　　　　　　　・・13，623
0広報の発行……………………10，132

0議会だよりの発行……………2，040
0人材育成事業…………・……・…・351

0青少年健全育成事業……………700
0国際交流事業……………・…・一400

宙灘、…，…懇讐灘，誌

3・739ゼ
21，728

10，523

・336
2・895羅義
1，006

5，160



特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうこき

住宅

集排

国保

老保

水道

匿ヨ平成8年度

□平成7年度

』〔…蝦「、　　　獄

会計名
1億　2｛意　3億　 4脅意　5億　 6｛意　7億

綾懸轡婿生誉生き薯ら誹健康な町翁ぐ撰

麟鷺驚難鰹響
営を図るために、疾病予

防に重点を置き・国保の　　　　　国民健康

疾病分類や医療費動向を　　　　　　保険税
生かした健康づく｝）事業　　　　　（226，224）

を保健センターと連携し

て実施するほか、人間ド

ック受診費補助事業など

によって、安心して生き

生きと暮らす健康な町づ

くり実現のために、歳入

歳出それぞれ5億3，758万

31千円（前年より5，882

万5千円増）の予算を計
上いたしました。

国・県支出金
　（172，195）

療養給付費「
　　交付金
　〔55，536）

繰入金
　〔32，729）

その他
　〔50，899）

国民健様線険

保険給付費
〔350，956）

老人保健

　拠出金
（137，178）

費
）
他
）

9
　

0

ビ
　
つ
し

務
コ
の
凶

【
U
　
4

お
　
ロ
　

総
（
そ
（

　老人保健特別会計に

ついては、人生80年時

代を迎え老人が健康で

生きがいを持ち安心し

て暮らせるために、高

齢者の健康保持と増進

を図るよう万歩計を配

布し、歩く健康づくり

推進事業、健康に対す

る自覚と認識の高揚を

推進するため健康者表

彰などを計画し、歳入

歳出それぞれ6億9，443

万7千円（前年より10，3

94万7千円増）を計上

いたしました。

支払基金

　交付金
〔442，167〕

国・県支出金
〔177，102〕

繰入金〔70，162〕

その他（5，006〕

医療諸費
〔6日5，822）

予備費〔5，000）

その他〔3，615〕

　住宅資金貸付事業特

別会計については、生

活環境である住宅環境

の整備、改善を図るこ

とを目的として、今日

まで積極的に取り組ん

でまいりました。本年

度も生活環境を改善し、

同和問題の早期解決を

はかることを基本とし

ました。事業は、住宅

新築資金貸付事業並び

に住宅新築資金等貸付

事業債の償還などで、

歳入歳出1，324万7千円

を計上いたしました。

諸収入
〔4，735）

町　　債
〔4，600）

その他〔3，912）

公債費（6，925）

住宅資金貸
付事業費
（6，270）

諸支出金
　〔52）

安金璽安定しだ給水を 水道事業

　農業集落排水事業に

つきましては、現在8

集落が供用開始をいた

し、順調に稼働してお

ります。’本年度の事業

内容につきましては、

御正坂上地区の管路埋

設工事を予定し、歳入

・歳出それぞれ2億5，930

万3千円（前年比49．6

％減）を計上いたしま

した。

県支出金
〔100，000）

繰入金〔159，093）

その他「
（210）

農業集落排
水事業費
〔213，684）

公債費〔45，618〕

予備費
　〔1）

収益的収入 収益的支出

営　業　収　益　381，680 営　業　費用　267，680

営業外収益　　3，251 営業外費用　　97，962

特別　利　益　　　　1 特別　損失　　　　1

予　　備　　費　　　200

合　　計　　　384，932 合　　　計　　365，843

資本的収入 資本的支出

一般会計負担金　　1，200 建設改良費　132，374
工1事負1担1金　　9，210 企業債償還金　　38，586

合　　　計　　　10，410 合　　　計　　170，960

水道事業会計については、収益的収入3億8，493万2千円で、収益
的支出3億6，584万3千円で差引額1，908万9千円の経常利益と
なる見込みです。また、資本的収入1，041万円、資本的支出1億
7，096万円で差引不足額1億6，055万円は、当年度分消費税資本
的収支調整額、減債積立金及ぴ過年度分損益勘定留保資金で補て
んします。

（4）



　
平
成
八
年
第
一
回
定
例
議
会
が
三
月
四
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
会
期
十
一
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
、

各
特
別
会
計
予
算
、
平
成
七
年
度
補
正
予
算
．
条
例
の
制

定
や
改
正
な
ど
二
十
四
議
案
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成8年第1回定例議会
新年度予算など22議案を可決

・
江
南
町
総
合
文
化
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
総
合
文
化
会
館
の
設
置
に
伴
い
、
社

会
教
育
委
員
を
公
民
館
運
営
委
員
兼
務

に
改
め
、
新
た
に
総
合
文
化
会
館
館
長
、

文
化
会
館
運
営
委
員
、
図
書
館
長
、
図

書
館
協
議
会
委
員
を
設
置
し
ま
す
。

・
江
南
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
陶
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
が
、
三
十
六

リ
ッ
ト
ル
当
り
三
百
十
円
か
ら
三
百
二

十
円
と
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
八
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
八
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
八
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
八
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

・
平
成
八
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

・
平
成
八
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
千
四
百

五
十
二
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
は
四
十
六
億
千
七
十
七
万
六
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

・
平
成
七
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
一
一
百
六

十
五
万
九
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

は
五
億
三
千
八
百
十
九
万
六
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

。
平
成
七
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
二
千
九

百
九
十
七
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
六
億
二
千
四
十
六
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

・
平
成
七
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
御
正
地
区
に
お
け
る
処
理
施
設
建
築

工
事
及
び
管
路
埋
設
工
事
に
関
係
す
る

事
業
費
四
億
七
千
九
百
三
十
四
万
円
、

ま
た
、
御
正
坂
上
地
区
に
お
け
る
管
路

埋
設
工
事
及
び
処
理
施
設
用
地
買
収
に

関
係
す
る
事
業
費
一
億
三
千
六
十
六
万

円
で
、
総
額
六
億
一
千
万
円
の
繰
越
明

許
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

・
住
宅
金
融
専
門
会
社
へ
の
公
的
資
金

投
入
の
再
検
討
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
不
決
）

・
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
　
　
　
　
　
　
（
原
案
不
決
）

・
美
し
い
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
を
実

現
す
る
た
め
の
決
議
（
原
案
可
決
）

・
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
地
方
公
営
企
業
に
お
け
る
企
業
債
の

繰
り
上
げ
償
還
・
借
り
換
え
の
許
可

を
求
め
る
意
見
書
　
　
（
原
案
可
決
）

・
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
を
求
め
る
決
議
及
び
政
府
へ
の

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

・
障
害
者
小
規
模
作
業
所
に
対
す
る
国

庫
補
助
金
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
書

（5）



江南町総含粟化魯館

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
と
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
江
南
町
総
合
文
化
会
館

「
ピ
ピ
ア
」
が
、
四
月
一
日
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
文
化
会
館
は
、
余
暇
時
間

の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
人
々
の
関
心
が

物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら
、
精
神
的
な
豊

か
さ
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
お

い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
文
化
や
芸

術
に
触
れ
る
と
共
に
参
加
す
る
機
会
を

提
供
し
、
町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
を

図
る
場
と
し
て
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
、
利
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

概

要

所
在
地

　
大
字
千
代
三
二
五
番
地
一

敷
地
面
積

　
一
五
、
一
七
八
㎡

建
築
面
積

　
平
屋
一
部
四
階
建
（
ホ
ー
ル
棟
）

　
四
、
五
三
七
・
〇
六
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
床
面
積
）

総
事
業
費

　
一
八
億
八
、
九
五
三
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
費
）

施
設
内
容

　
ホ
ー
ル
・
公
民
館
・
図
書
館
の
三
部

　
門
が
一
体
化
し
た
複
合
施
設

駐
車
場

　
一
八
○
台
収
容

　
　
ホ
ー
ル
の
部

　
音
楽
・
芸
能
・
演
劇
な
ど
の
鑑
賞
、

講
演
会
・
発
表
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

観
客
席
数
　
　
八
一
二
席

　
　
う
ち
固
定
席
　
　
四
〇
三
席

　
　
　
　
可
動
席
　
　
三
九
六
席

　
　
　
　
車
椅
子
席
　
　
　
四
席

　
　
　
　
母
子
席
　
　
　
　
九
席

※
母
子
席
は
別
室
に
な
っ
て
お
り
ま
す

　
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で
も

　
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

※
可
動
席
を
収
納
す
る
と
約
二
二
六
㎡

　
の
フ
ロ
ア
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ヨ
ガ

　
な
ど
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

　
も
可
能
で
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　
完
全
防
音
で
す
の
で
、
楽
器
の
練
習

　
や
音
楽
鑑
賞
の
場
と
し
て
も
ご
利
用

　
い
た
だ
け
ま
す
。

楽
屋

　
大
二
室
、
小
二
室
の
計
四
室
。

　
　
公
民
館
の
部

　
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
や
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

会
議
室
　
　
二
室

　
百
人
用
と
五
十
人
用
の
二
室
で
す
が
、

　
間
仕
切
り
を
解
放
し
て
百
五
十
人
用

　
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

研
修
室
　
　
二
室

技
術
室
　
　
一
室

　
陶
芸
教
室
や
木
工
教
室
と
な
り
ま
す
。

和
室
　
　
　
二
室

　
生
け
花
や
茶
道
が
で
き
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

事
務
室
、
応
接
室

驚謬

図
書
館
の
部

生
涯
学
習
の
新
た
な
場
と
な
る
施
設

●

で
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
人
ま

で
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
閲
覧
室
　
　
四
七
〇
㎡

　
一
般
図
書
の
ほ
か
、
ビ
デ
オ
や
レ
ー

　
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C
D
、
カ
セ
ッ
ト

　
ブ
ッ
ク
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
C
U
と

　
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
は
貸
出
も
お
こ
な

　
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
は
3
台
設

　
置
し
て
あ
り
ま
す
。

児
童
図
書
室
　
　
　
一
七
〇
㎡

お
話
し
コ
ー
ナ
ー

　
閲
覧
室
と
は
仕
切
ら
れ
て
お
り
ま
す

　
の
で
、
本
や
童
話
の
朗
読
が
で
き
ま

　
す
。
紙
芝
居
も
あ
り
ま
す
。

軽
食
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

　
読
書
の
合
間
や
待
ち
合
わ
せ
時
間
に

　
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

※
オ
ー
プ
ン
時
、
蔵
書
は
二
万
冊
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
六
万

　
冊
の
蔵
書
が
可
能
で
す
。

（6）
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へ

利
用
方
法

利
用
申
し
込
み

　
　
・
ホ
ー
ル
・
公
民
館

　
　
直
接
来
館
し
て
所
定
の
申
請
書
に

　
　
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

　
　
話
や
口
頭
に
よ
る
受
付
は
い
た
し

　
　
ま
せ
ん
。

　
　
・
図
書
館

　
　
本
を
借
り
る
と
き
に
は
利
用
力
i

　
　
ド
が
必
要
で
す
。
図
書
館
内
の
カ

　
　
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
　
　
い
。

受
付
期
間

　
　
・
ホ
ー
ル

　
　
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
ヶ
月

　
　
前
か
ら
十
日
前
ま
で

円位単使用料金表（町内在住・在勤者の場合）

　　　　　使用時間

施設名

午　　前 午　　後 夜　　問 全　　日

9：00～12：00 13：00～1710017：30～21130 9100～21二30

ホー・ル
平　　日 20，000 25，000 35，000 65，000

土・日・祝日 25，000 30，000 45，000 85，000

ホール（可動部分） 2，000 2，000 2，000 5，000

リハーサル室・楽屋 1，000 1，000 1，000 2，000

会　　議　　室　　A 1，000 1，200 1，500 3，000

会　議　　室　　B 500 700 1，000 1，500

研　　修　　室　　A 700 1，000 1，200 2，500

研　　修　　室　　B 500 600 700 1，000

和　　　　　　　室 1，000 1，200 1，500 3，000

技　　　術　　　室 1，000 1，200 2，000 5，000

ω
〇
五
〇
↑

　
　
●

　
・
公
民
館

　
　
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
ヶ
月

　
　
前
か
ら
七
日
前
ま
で

申
し
込
み
の
受
付
時
間

　
午
前
九
時
ー
午
後
五
時

使
用
料

　
左
表
の
と
お
り

利
用
時
間

　
・
ホ
ー
ル
・
公
民
館

　
　
午
前
九
時
～
午
後
九
時
三
十
分

　
・
図
書
館

　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
（
夜
間
の
本
の
返
却
用
に
専
用
ポ

　
　
　
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
）

※
こ
の
利
用
時
間
に
は
、
準
備
や
後
片

休
館
日

　
・
月
曜
日
、
第
三
火
曜
日
及
び
祝
日

　
　
の
翌
日

　
　
（
た
だ
し
、
月
・
火
曜
日
が
祝
日

　
　
　
に
あ
た
る
と
き
は
開
館
し
ま
す
）

　
・
年
末
年
始
の
十
二
月
二
十
八
日
か

　
　
ら
一
月
四
日
ま
で

※
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
、

　
毎
月
末
日
を
館
内
整
備
日
と
し
て
お

　
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
（
た

　
だ
し
、
日
・
月
曜
日
に
あ
た
る
場
合

　
は
、
翌
日
の
火
曜
日
）

※
そ
の
ほ
か
、
臨
時
に
休
館
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。

づ
け
の
時
間
も

含
ま
れ
ま
す
。

円位単付属設備使用料
品　　　名 単位 使用料 備　　　　　考

十六ミリ映写機 1台1 1，000 1日以内とする（ただし、持ち出し禁止）

ビデオプロジェクター 1台 1，000 〃

陶芸用電気炉 1台 2，000 1回限り

（こ案内図）
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画
〔
團
團
〔
圓
画
卿
詞
動

麟
ゆ
5
ゆ
一
つ
子
育
て
の
宣
宣
の
鵬

　
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
の
に
大
切
な
こ

と
は
、
こ
ど
も
の
い
る
暮
ら
し
を
楽
し

む
こ
と
で
す
。
育
児
情
報
に
ふ
り
回
さ

れ
て
神
経
質
に
な
っ
た
り
、
不
安
定
に

な
っ
た
り
、
と
き
に
は
育
児
嫌
い
に
な

っ
て
し
ま
う
母
親
が
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
直
接
ふ
れ
あ

っ
て
も
っ
と
自
然
に
子
育
て
が
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
！

あ
な
た
ら
し
く

　
　
こ
ど
も
に
も
、
親
に
も
そ
れ
ぞ
れ

　
個
性
が
あ
り
、
子
育
て
も
家
庭
に
よ

　
っ
て
違
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。
よ
そ

　
の
子
、
よ
そ
の
家
と
比
べ
る
よ
り
、

　
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
か
、
喜
ん
で
い
る

　
か
、
親
た
ち
が
い
き
い
き
で
き
る
か

　
を
大
事
に
し
た
い
。

ゆ
う
ゆ
う
と

　
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
こ
ど
も
（
○
歳
か

　
ら
三
歳
）
の
こ
ろ
の
成
長
発
達
は
目

　
を
見
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち

　
ゃ
ん
の
持
つ
可
能
性
を
信
じ
て
、
ゆ

　
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
接
し
た
い
。

遊
び
の
あ
る
育
児

　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
、
こ
ど
も

　
は
遊
び
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

　
と
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
親
自

　
身
が
こ
ど
も
の
遊
び
を
通
し
て
、
ウ

　
キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
・
ホ
ノ
ボ
ノ
・

　
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
子
育
て
し
た
い
。

　
　
こ
れ
が
「
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
」
で

　
す
。

　
三
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
こ
ど
も
は

親
か
ら
離
れ
て
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
を
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
ま
で
に
、
甘
え
る
こ
と
の
喜
び
、

人
と
交
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
物
を
作

る
こ
と
の
面
白
さ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
緊

張
感
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の

“
や
っ
た
ね
！
”
と
い
う
気
持
ち
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
友
達
の
輪
の

な
か
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
友
達
遊
び
は
、

こ
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
と
っ
て
大
切

な
、
さ
ら
に
多
く
の
体
験
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
「
遊
び
」
っ
て
ど
ん
な
こ

と
で
し
ょ
う
。
遊
び
に
き
ま
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
別
な
こ
と
で
な
く
て
い
い

の
で
す
。
暮
ら
し
の
な
か
で
遊
ぶ
こ
と

を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
左
表
の
予
定
で
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

懸
隷
懸
「
雛
欝
ほ
辮
選
膿

．
六
漏
暑
・
・
、
繭
の
簿
ぼ
凝
ん
な
ご
と
を
、

七
月
鍛
監
、
マ
マ
に
慧
え
だ
麟
昌

熟
潟
暑
－
水
と
遊
ぽ
鋭

、
九
帰
碧
　
み
ん
嚢
驚
遊
讃㊧

◎

　
二
月
二
十
五
日
、
江
南
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
第
七
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
風
も
な
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
り
の
中
で
大
会
は
行
わ
れ
、
一
七

五
名
が
参
加
し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し

た
。　

ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
五
万
五
千
円

が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス
コ

　
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
馬
場

　
　
　
　
　
8
9

準
優
勝
　
内
田

　
　
　
　
　
84

第
三
位
　
中
嶋

　
　
　
　
　
8
4

第
四
位
　
岡
部

　
　
　
　
　
82

第
五
位
　
山
田

　
　
　
　
　
82

和
延

18

・
0

正
男

12

・
O

　
孝

12

・
0

幸
夫

9
　
・
　
ρ
O

　
隆

Q
ゾ
　
・
　
ハ
O

　ハ　　　　 　　　　　 ハ　　　　 　　　　　 　
72板72小72在72上71樋
・　・江・　・新・
4井4川0勤0田0春　）　　　　 ）　　　　 ）　　　　 ）　　　　 ）

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
牛
尾

　
　
　
　
　
9
3

準
優
勝
　
望
月

　
　
　
　
　
99

第
三
位
　
高
山

　
　
　
　
　
02

昌
子

18

・
0

和
子

24

・
0

静
枝

26

・
4

75在75在75三

6勤0勤0本　　　）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　）

▽
ベ
ス
グ
回
賞

　
男
子
　
萩
原
　
聖
一
（
成
　
沢
）

女
子
　
仲
　
ケ
イ
子
（
中
　
央
）

▽
ニ
ア
ピ
ン
賞

　
・
3
番
　
新
井
　
隆
之

　
・
6
番
　
岡
部
　
幸
夫

　
・
12
番
　
福
田
　
征
芳

　
・
1
7
番
　
牛
尾
　
昌
子

9276

（
三
　
本
）

（
小
江
川
）

（
上
新
田
）

（
三
　
本
）
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ら

る、るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
代

　
町
内
に
は
同
じ
文
字
や
、
同
じ
発
音

を
す
る
文
字
を
使
っ
た
地
名
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
本
文
で
は
そ
の
一
例
を

取
り
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
代
」
・
「
台
」
は
一
文
字
で
も
使

わ
れ
ま
す
が
、
合
体
文
字
の
用
例
も
あ

り
、
「
代
（
千
代
・
成
沢
）
・
台
（
塩
）

・
明
賀
台
（
塩
Y
西
の
台
（
小
江
川
）

・
東
台
（
須
賀
広
Y
台
原
（
成
沢
）
」

の
七
例
が
み
え
ま
す
。
い
づ
れ
も
台
地

上
・
丘
陵
上
に
分
布
し
、
低
地
に
は
あ

ま
り
み
え
ま
せ
ん
。
ダ
イ
の
音
は
台
・

代
・
大
な
ど
、
使
用
さ
れ
る
文
字
が
多

い
た
め
文
字
の
意
味
は
地
名
を
考
え
る

時
に
は
あ
ま
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
ダ
イ
は
日
本
各
地
に
残
る
地
名

で
す
か
ら
、
土
地
の
形
状
・
特
性
を
表

わ
す
地
名
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
用
例
で
は
周
囲
よ
り
高
く
平
坦
な
と

こ
ろ
の
意
味
を
持
つ
文
字
と
し
て
「
台
」

が
み
え
る
場
所
が
大
半
で
す
。
成
沢
地

内
の
「
代
」
の
場
合
で
も
、
明
治
以
前

に
は
「
台
」
が
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
く

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
台
の
旧
字

「
豪
」
が
み
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
の
地
名
が
各
地
に

残
り
、
書
き
表
わ
さ
れ
る
文
字
が
多
い

事
実
は
、
発
生
が
古
く
使
わ
れ
た
時
代

が
長
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
多
く
の
時
間
と
使
用
文
字
の
選
択
を

・
台
」

第60話

経
る
う
ち
に
由
来
の
差
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
台
は
高
台
・
台
地
の

よ
う
に
、
地
形
的
に
河
川
海
岸
の
段
丘

を
示
し
、
物
の
台
（
憂
）
に
似
る
と
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
国
的
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

千
代
（
江
南
町
）
と
仙
台
（
宮
城
県
）

と
川
内
（
鹿
児
島
県
）
は
い
づ
れ
も
川

岸
段
に
位
置
す
る
地
名
で
あ
り
、
用
字

は
異
り
ま
す
が
い
づ
れ
も
セ
ン
ダ
イ
と

読
ま
れ
、
本
来
「
台
」
の
文
字
が
使
わ

れ
る
よ
う
で
す
。

　
代
が
多
く
使
わ
れ
る
近
畿
地

方
で
は
、
坪
・
区
の
土
地
区
画

を
意
味
し
、
東
代
・
西
代
・
北

代
・
南
代
・
上
代
・
下
代
の
よ

う
に
相
対
し
て
呼
ぶ
場
合
が
多

く
み
え
ま
す
。
こ
の
場
合
、
土

地
区
画
を
代
阻
シ
ロ
と
云
っ
た

古
代
以
来
の
土
地
制
度
が
元
の

よ
う
で
す
。
江
南
町
に
残
る
西

の
台
や
東
台
は
相
対
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
が
、
地
区
が
異

り
前
者
は
小
江
川
地
内
西
の
集

落
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
西
方

山
林
中
の
平
坦
地
を
指
す
と
思

わ
れ
ま
す
。
後
者
の
場
合
に
は

和
田
川
に
面
し
た
台
地
に
当
た

る
の
で
台
の
意
味
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
良
い
耕
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
代
の
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
町
内
に
分
布
す
る
他
の
代
・
台
地
名

の
大
半
は
、
地
形
的
に
高
く
平
坦
な
場

所
の
意
味
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
台
地
下

に
あ
る
台
原
の
地
名
も
沖
積
地
内
に
残

る
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
の
で
、
や

は
り
、
台
の
意
味
が
強
い
よ
う
で
す
。

た
だ
、
明
治
初
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
武

蔵
国
郡
村
誌
に
は
「
台
郭
」
と
み
え
、

以
後
台
原
へ
の
変
更
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
の
付
く
地
名
は
新
期
の
宅
造
地

を
示
す
よ
う
に
現
在
で
も
生
れ
て
い
ま

す
。
台
地
・
大
地
・
代
々
と
広
く
・
大

き
く
・
長
く
・
，
安
定
し
た
と
こ
ろ
と
の

イ
メ
ー
ジ
を
「
ダ
イ
」
は
古
く
か
ら
持

ち
続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

▽
ド
ラ
コ
ン
賞

　
・
1
番
　
木
村
美
智
江
（
在

　
・
9
番
　
福
田
　
幹
雄
（
成

　
・
1
3
番
　
高
橋
百
合
子
（
中

　
・
1
7
番
　
寺
山
　
由
治
（
板

井央沢勤
）　 ）　 ）　 ）

一■レー～つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
二
月
十
九
日
か
ら
三
月
九
日
ま
で
の
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

九
日
間
、
柔
道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
こ
の
教
室
は
、
新
し
く
柔
道
を
始
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

る
小
学
一
、
二
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
柔
道

愛
好
会
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
、
す

で
に
柔
道
を
や
っ
て
い
る
子
供
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
九
日
間
の
教
室
を
通
し
て
柔
道
の
技

だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や
忍
耐
力
も

身
に
つ
け
充
実
し
た
教
室
と
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
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◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
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O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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一

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　〇　　　　　〇　　　　一　　　一　　　一　　〇　一一一

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

4月の当番日 指定工事店名、識電話番蕩

1　・　6　・11　・16　・21　・26 ㈱光栄建設 36－1052

2　・　7　・12・17・22・27 ㈱　コバヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13。18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲松本設備 36－5177

5　・10・15　・20　・25　・30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

（9）



1胃瓢’、ツ7
りました。ただし、狂犬病予防注射

はいままでとおり毎年必ず受けてく

ださい。

日時4月15日（月）
場所9：30～10：30三本渡唐神社
　　　10：50～11：50成沢静簡院東

　　　　　　　　　側駐車場
　　　13：10～14：00板井研修セン

　　　　　　　　　ター
　　　14：20～15：00野原文殊寺

日時4月16日（火）

めて納めることができます。

　平成8年4月30日までに、平成8
年4月分から1年間の保険料を前納
すると表のように割引されます。

　平成8年4月～平成9年3月
　1ヶ月　12，300円（定額保険料）

　　　　　　400円（付加保険料）

前納した場合

の比較
定額保険料

定額保険料
　　十
付加保険料

月々納めた場合 147，600円 152，400円

前納した場合 144，040円 148，720円

割　　引　額 3，560円 3，680円封　　　　　　　　　9：30～11：30農業総合セン

　　　　　　　　　　　　　　　ター　　　　　　　臼圃
　　　　　　　　　9：30～11：30くまがや農協　　5

　　　　　　　　　　　　　　小原支店　　　噛
戎　　　　　　　　13：30～15：00江南町役場　　　0

と　　　　費　用　新規登録（1頭）　　　　　『1

な　　　登録料3，。。。円　　ヨ
リ　　　　　　　　注射料　　2，670円　　　　　　9

　　　　　　　　注射済証　　530円　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコロ
竜　　　合計6，200円　　0
拾　　　登録済（1頭）　　5
長　　　　　　　　注射料　　2，670円

　　　　　　　　注射済証　　530円

　　　　　　　　合計3，200円
　　　　　　　　　当日会場へ持参ください。

日　　日時5月26日（日）9＝30～12：00

　　　　場所江南町役場
　　　　費　用　登録料　　3，000円

　　　　　　　　注射料　3，670円

　　　　　　　　注射済証　　530円

　　　　　　　　合計7，200円
　　　　　　日曜日の場合は、注射料金が千円

畜　　　高となります。

　　　　問合せ　保健衛生課奮36－1521

な　　　　　　　　内線311

　　　を、全県で85人募集します。

内　容　県内の市町村立中学校に勤

　　　務し、いじめ・登校拒否な

　　　どについて児童生徒と保護

　　　者との相談に応じていただ

　　　きます。
申込み　各市町村教育委員会にある

　　　所定の応募書類を揃えて4
　　　月15日（月〉～4月30日（火〉まで

　　　に最寄りの市町村教育委員

　　　会へ直接申し込みください。

※その他、詳細については、募集要

項をご覧ください。

圖　回　囮　　　　圖回囮　固定資産課税台帳の縦覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定資産課税台帳の縦覧は、平成
　　　　　　国民年金保険料は　　　　　　8年度の固定資産税を決める基礎と

　　　　　　　納めましたか　　　　　　　なる固定資産の状況や価格を・あな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た自身の目で確かめていただくもの
　　　　4月は、　「7年度分」保険料の最　　　　です。

　　　終納期となります。　　　　　　　　　　　　今年の1月1日現在で町内に固定

●　　　　7年度分（7年4月分～8年3月　　　　資産（土地・家屋・償却資産）をお
　　　分）の保険料納付書をお持ちの人は、　　　持ちのかたは、この機会に課税台帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう一度お確かめのうえ4月30日ま　　　　をご覧ください。

　　　でに納付してください。　　　　日時4月1日（月）～22日（月）
　　　　国民年金の保険料は、ご自分で納　　　　　　　　午前8時30分～午後5時

　　　めなければなりません。保険料を未　　　　　　　　（ただし、土曜日・日曜日

　　　納のままにしておくと、不慮の事故　　　　　　　　は除く）

　　　や病気で障害者になったとき障害基　　　　場　所　役場税務課

　　　礎年金が、母子家庭になったとき遺　　　　問合せ　役場税務課固定資産税係

　　　族基礎年金が受けられなくなるばか　　　　　　　　智36－1521　内線254

　　　。犠捕繋欝騨受　狂犬病予防注射と畜犬登録

　　　　　　　　　　　　　凸　　　　　　　　平成8年度の狂犬病予防注射と畜
　　　　保険料は便利で有利な削納を　　　　犬登録が行われます．

　　　　国民年金保険料は、一年分をまと　　　　　昨年より犬の登録は生涯1回とな
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團固固團
農林学級（4月）

開催日 内　　　　　容 時　間

13日仕） 木工親子犬の型抜き勘 10：00

13日（土） 野菜の収穫④ 10：00

13日㈹ 木工親子犬の型抜き㊨ 13：30

14日（日〉 木工踏み台作り　e 10＝00

17日困 ジャムづくり　e 10＝00

20日（土） 木工万能台作り　e 10：00

21日（日） ミニトマトの栽培④ 10＝00

24日困 巻き寿司　e 10：00

27日（土） 木工ワニの鉛筆立て鴎 10：00

27日（土） 野菜の収穫㊧ 10100
27日（土） 木工ワニの鉛筆立て 13：30

28日（日） 木工工作室開放日　e 10＝00

28日（日） 草花の栽培講習会醗 10：00

費用無料
対象⑳一小学生親子、④一小学

　　　生、e一一般
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　台83－2301

花き園芸講座（4月）

開催日 内　　　　容 費　用

16日（幻 観葉植物の寄せ植え 1，000円

18日休） 春の山野草を楽しむ 1，500円

24日困 身近にある薬用植物 無　　料

25日休） 洋ランの株分けと植 無　　料

え替え

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受付毎月1日午前8時30分から
　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

埼玉県農林公園内・植物振

興センター分室a83－2841

　　いきいきワーキング

　　サポートセミナー

日時平成8年4月24日体）
　　　13時30分～15時30分
会　場　八木橋8階カトレアホール

講師加藤　タキ
　　　　（コーディネーター）

テーマ　「元気に、しなやかに、

　　　　　　　　したたかに」
定　員　250人（入場無料）

　　　保育あり（2歳以上10人）
申込み　先着順（入場整理券発行）

　　　保育申込みは、電話で4月

　　　14日までに
問合せ　熊谷女性職業センター

　　　費23－2816または智27－4646

圖回回日
　警察官募集
　埼玉県警察では警察官を大募集し

ています。次代を担う治安のスペシ

ャリストとしてファイトあふれる優

秀な若者をお待ちしています。

募集男子警察官1類、H類、皿類
　　　婦人警察官1類、1類、皿類

　　　特別採用

　　　国際捜査1類
　　　武道、体育指導1類

資格1類21歳～29歳の大学卒
　　　　　　業（見込み）の人

　　　H類20歳～29歳の短大・

　　　　　　専修学校卒業の人

　　　皿類　18歳～29歳の1類、
　　　　　　H類以外の人

　　　特別　1類の資格を持ち一
　　　採用　定の条件を備えた人
受付　4月16日（火）～5月17日働ま

期間で
※その他詳細にっいては、熊谷警察

署警務課（奮26－0110）または、交

　番、駐在所でおたずねください。

江南町ゴルフ協会会員募集

目　的　ゴルフの普及と技術の向上、

　　　会員相互の親睦を図るとと

　　　もに、ゴルフを通じて健康

　　　・体力の向上とスポーツ精

　　　神の高揚を図る。

資　格　町内に在住在勤者で本会の

　　　趣旨に賛同する人。

会　費　年会費1人2，000円

申込鯛磯繋灘舞●
　　　までお申込みください。

問合せ　不明な点などがありました

　　　ら、教育委員会（費36－15
　　　21内線222〉まで問い合わせ

　　　てください。

彩の国

　さわやか相談員募集

　　　　　　　（県の非常勤職員）

資格・　満22歳以上で学校教育に理

定員解があり、子供の悩みにつ
　　　いて相談に応じることので

　　　きる知識や経験を有する人
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（
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12，550

12，520－

12，490一

人／戸

3，700－

3，680

3，660

町民のうごき

12月　1月　2月　3月

3月1日現在

加
男
女
蹄

12，533人

6，171人

6，362人

3，702世帯

十7

－5

十12

－4

平成8年　救急車出動状況

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　通 3件 10件

一　　般　　負　傷 2件 4件

急　　　　　　病 9件 25件

そ　　　の　　　他 4件 4件

合　　　　　　　計 18件 43件
（11）



　　　　　　なぎさ
関ロ　　汀ちゃん＠
　平成7年6月15日生

両親｛霧畿三本

　お兄ちゃんが大好きな汀

ちゃんは、歩行器に乗って

いつもお兄ちゃんの後を追

いかけています。これから

も、兄妹仲良くしてね。

〆

　　　　けん　　　た

大澤健太ちゃん㊥
　平成7年5月3日生

両親｛費職樋春

　ママのおっぱいとばあち

ゃんのおんぷが大好き。ア

ンヨも上手になってきまし

た。丈夫でたくましい子に

育ってほしいです。

4

　　　　りょう　　へい
宇田川　涼　平ちゃ／t㊥

　平成7年5月8日生

両親僅讃ん須賀広

　とってもおっとりしてい

る僕。

　でも、おやつを食べる時

は、お兄ちゃんにも負けな

いぞ一。

　　　たく　　や
根岸拓也ちゃ《㊥
平成7年4月27日生

両親僕説中央
我が家のお殿様は、「男

は愛嬌」をモットーとして

います。見かけたら一声下

さい。きっと笑顔で答えま

す。
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し
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（12）




